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大分大学生協

生協アプリ切り替えブース
取り組み概要
日時：2022年12月12日～21日の平日

11:30～14:30、16:00～18:15

場所：生協食堂、ショップ
参加者数や組合員の反応：参加者が多い日
には200名を超える時もあった。企画前に比べ
て登録者数は伸長した。

POINT.1

ただ単純に大学生協アプリへの切り替え・登録を呼びかけても組合
員には中々浸透しません。そこで、大分大学生協では生協食堂や
ショップにブースを設置し、シフト制で学生委員を配置しました。
ブースでは登録画面を見せてチェックリストに記入・投票してくれた
組合員にお菓子を1つプレゼントし、さらに最大で1万円分の生協ポイ
ントがもらえる抽選企画を開催しました！手続きを行うだけではなく、
楽しみながら大学生協に関心を持ってもらう工夫が出来ています！

アプリ登録にもお楽しみ要素！

POINT.2

期間中、パート職員がアプリ切り替えを呼び掛ける札を持って食
堂内を巡回したり、専務理事が食堂に来て呼びかけを行ったりしま
した。また、学生委員のシフト調整も専務理事が行うなど、学生と
職員が全面的に協同しながら企画を進めることができていました！
事業的な側面が多い活動だからこそ、職員の知識と学生の視点を

上手く組み合わせることが重要ですね！

職員と学生の協同

背景や概要：1月から運用が開始される大学
生協アプリへの切り替え登録者数を増やすた
めに行われた取り組みで、食堂と店舗の来店
客数が多い時間帯にブースを設置し、学生委
員が運営を行った。

ご質問や[QBK NEWS]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 進藤 景太 ]

Shindo.Keita@univ.coop

POINT.3

企画を開催する前に比べてアプリの登録者数は目に見えて伸長してき
ました。ただ登録を呼びかけるだけではなく楽しめる企画を行ったこと、
学生と職員がしっかり協同出来たことが大きな要因になっています。
さらに活動終了後に毎日その日の登録者数や最新の登録率を共有する

ことで活動へのモチベーションアップにも繋がっていました。
システム変更まであと少し、各大学生協での切り替え促進を加速して

いきましょう！

アプリ登録者数も伸長！
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